


































飲： 水45 茶218 酒348 その他 4
食： 菜152 点心63 主食58 湯33
『儒林外史』にみえる飲食
飲： 水18 茶34 酒63
食： 菜489 点心152 主食34 湯28
次に，飲食形容表現の数を比較してみる。　
『紅楼夢』にみえる飲食形容表現 『儒林外史』にみえる飲食形容表現
飲： 水14 茶 3 酒 3 飲： 水 7 茶 9 酒17


























国語では「質地」と訳されている 7 ）。「细」「腻」もテクスチャーに入れる 8 ）。




3 － 1 ．「飲」





滾熱（ 2 回 p,16）










3 － 1 －ｂ．茶
①茶 fl

















茶の質感として「新鮮」 2 例，「清淡」「水のようだ」「あまり熱くない」各 1 例が観
察された。清代中国茶では新鮮でさっぱりとし，あまり濃くない茶が好まれたことが推
測できる。なお，茶の視覚表現は観察されなかった。







酒の味は「好酒」が 4 例と大部分を占め，「噴鼻香」が 1 例見られるだけであった。
②酒 tex
濁酒（ 1 回 p,1）
燙起酒來（ 3 回 p,35）
醇醪（ 7 回 p,93）
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水酒（ 9 回 p,111）






酒の質感は「水酒」 3 例，「新」が 2 例などとなっている。「酒を温める」が 2 例見え
45回では「滾熱（煮えたぎるように熱々）」のように強調表現になっている。
③酒 si






なお，『紅楼夢』（120回）では水14・茶 3 例・酒 3 例と比較的少なかった。『儒林外








3 － 2 ．「食」
























3 － 2 －ｂ．点心
①点心 fl




















































両者のボリュームが 1 ： 2 ほどであるにもかかわらず，飲食表現は『儒林外史』に現
われる菜・点心が圧倒的に多い。形容表現もそれに伴って多くなっている。
飲に関しては『儒林外史』の酒が『紅楼夢』に遥かに及ばないのに，形容表現が多い。
これは物語の性質を反映していると思われる。すなわち，『儒林外史』では男性の登場
人物が多いために酒席描写，ひいては形容表現が豊富であった。『紅楼夢』の主たる主
人公は少年少女か賈母・劉ばあさんのような老人であるために，酒席はあったとしても
会話が主体になり，実際の酒に関する描写が簡略化されているのではないか。
菜に関して，『紅楼夢』では152『儒林外史』では489の如く，後者が圧倒的に多い。
これは，酒席に出てくる菜をどんどん書いた結果であろう。しかし，形容表現を見ると
21例：13例と逆転している。作者は菜を熱心に書きとめてはいるが，その形容まで筆が
及ばなかったと言えよう。
点心の形容は『儒林外史』において比較的多いと言える。逆に，『紅楼夢』では1例し
かなかった。
『儒林外史』にみえる飲食形容表現の特徴は，酒の熱さ・茶の苦さ・クラゲの歯ごた
え・肉の大きさ・雲片糕の甘さなどであると言えよう。
注
1 ） 元来講談として語られたものが一回ずつに編集され，話本となり，その体裁を踏襲して創
作されたスタイルの小説。
2 ） 伊藤漱平「近世食文化管窺」『食と文学―日本・中国・フランス』フーディアム・コミュ
ニケーション　1992年　p,87
3 ）前野直彬『中国文学史』東京大学出版会　1975年　p,243
4 ）池間里代子　流通経済大学論集Vol.42，No.3　2007年
5 ）島田淳子・今井悦子『調理とおいしさの科学』放送大学教材88182－1－9811，1988年　p,46
6 ）星祐二「テクスチャーの心理」『食物心理学』㈱食品資材研究会　1991年　p,65
7 ）中山時子『中国食文化事典』角川書店　1988年　p,518
8 ）川端晶子『食品とテクスチャー』光琳　2003年　ｐ,258
9 ）田中清一『中国食物事典』柴田書店　1991年　p,155
10） 冬至から105日目を清明節といい，その前日を寒食といった。古代信仰の名残とも言われ，
寒食期間には火の使用を禁じられた。時代によりその期間の長短があるが，清代にはすで
に廃れた。『紅楼夢』には寒食描写は見えず，代わりに凧上げのシーンになっている。南
方では寒食の日に凧上げをすることもあった。次の日が清明節（墓参の日）なので先祖の
魂を慰めるために凧を揚げ，糸を切って飛ばす風習であった。『儒林外史』にも寒食の描
写は見当たらないが，もともと寒食として用いられていた雲片糕が旅行用携帯食や船酔
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い特効薬のように用いられている。なお，本来は乾隆帝によって雪片糕と名付けられたが，
書き間違って雲片糕となったのだ，という伝説が由国慶『中国糕点話旧』百花文艺出版社
2005年　p,87に見える。
11） 具材が入っているマンジュウを「包子（パオズ）」といい，具材が入っていないマンジュ
ウを「饅頭（マントウ）」という。
